
市政大野1966●11．1
昭和34年9月16日（
第3種郵便物認可）

（毎月1日発行

　

1部2
印

第］。49号（D

戌
a 大刄

　　

発行

福井県大野市役所

　

（総務課広報係）

　

電話（代）6－3600

　

夜間6－3601

印刷松浦印刷所

10月の人口の動き

出生男19女13計32
死亡〃19〃10〃29

転入〃73〃57430
転出4r56＾’43〃99

　

世帯数9．819

　

人口44．458
男21．342女23．116

6千900万円を追加計上
第91回定例市議会

　

第91回定例市議会は9月28日から10月

4日までの7日間開かれ、昭和41年度一般

会計補正予算（総額6千900万8千円）の

ほか17議案が審議され、可決16件、否決

1件●陳情7件、請願3件をそれぞれ採択

請願1件が継続審議となりました。

　

こんどの補正予算は農地、農業施設の

災害復旧と市道の補装工事が主で、大要

は次のとおりです。

（歳出）

O議会費4万5千円

　

テープレコーダーの購入が主です。

C総務費1千314万3千円

　

市職員の退職金と工業高校整地費が主

なものです。

○民生費240万円

　

身体障害者の福祉費といとよ保育所へ

の委託分が主なものです。

②衛生費117万5千円

　

日本脳炎、赤痢患者委託料と簡易水道

会計繰出金です。

○農林業費57万円

○商工費59万円

　

六間通りの改修工事により街路灯と街

路樹の移転が主です。

○土木費587万

　

1千円

　

市役所前の市道

本町通りなど3ヵ

所の補装と七間通

り東側の改良が主

なものです。

②消防費22万1

　

千円

②教育費839万

　

円

　

富田小学校校庭の土盛り、楽器の購入

校舎の補強などが主なものです。

○災害復旧費3千660万3千円

　

40●9風水害による農地および農業施設

の復旧工事費が主なものです。

（歳入）

　

地方交付税2千万円。分担金および負

担金180万9千円。使用料および手数料82

万5千円。県支出金3千379万6千円。財産

収入6万円。寄付金472万円。諸収人966

万1千円。市債1千420万円がそれぞれ追

加され、市税1千万円。国庫支出金606万

3千円がそれぞれ減となっています。

ぜひご意見を

市政について語る会

　

ことしもあと2ヵ月となり、市役所で

は、そろそろ42年度の予算をどうするか

について考えなければならないときにな

りました。この時期に一度、市民の皆さ

んと共に市政のあり方につい、どうある

べきか、どんな事を重点にやったらよい

かと将来の大野市をえがきながら、次の

日程でお話し合いをして、新しい年の予

算をたてる根本としたいと思います。

　

どうか自分の住む大野市をより明るく

より豊かなまちにしていくために、たく

さんの方からご意見を聞かせていただき

この市政を語る会が、大野市の発展に役

立つ意義ある会になりますよう、皆さん

のご参加とご協力をお願いします。

　

日程は次ぎのとおりで、時間は午後1

時からです。会場はいずれも各公民館

11月24日小山地区11月25日乾側地区

　

／／26日五箇地区／／28日富田地区

　

z／29日阪谷地区／／30日下庄地区

　

なお大野、上庄地区は12月になります

（安全を呼ぴかけ市内行進）

市民総ぐるみの運動
゛交通安全大会1行なう

　

10月15日行われた第1回大野市民交通

安全大会には800名の市民が参加し、大

野市から交通事故をしめだすことを誓い

合いました。

　

この日午後、市議会議員をはじめ市職

員、各種団体の人たちが下庄中学校ブラ

スバンドを先頭にプラカードを掲げて市

内を行進し、歩行者、運転者に交通ルー

ルを守りましようと呼びかけました。

　

このあと市民会館大ホールで行われた

大会では、とくに交通事故でお父さんを

なくした有終中学校の景安一君が、「み

んな交通ルールを守って二度と私の父の

ような悲しい事故を起さないようにして

ください」と体験文の発表がありました

　　　

（体験文を発表する景安一君）
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お米 23万8千俵を突破

　

ことしは米の出荷も順調に進み10月20

日現在で23万8千俵を突破し昨年同期に

比べ1万944俵を上廻る豊作となりました

　

これは特に気象条件に恵まれたこと、

出荷が早くなったこと、農業改良普及所

各農業協同組合、市が一体となっての技

術指導、病虫害の防除指導に務めたこと

などの結果、被害を最少限度にくいとめ

たことが主な原因とみられます。

　

このままゆけば24万俵の出荷が見込ま

れ、昨年より約5．5％の増収が予想され

ています。

配給米に伝票制度

　

11月1日から配給米に、伝票が添えて

渡されることになりました。これは消費

者に配給品目や価格をお知らせし、配給

米に対する関心を高めるとともに小売業

者自身の信用を高め、経営の合理化を図

ろうというものです。

　

なお現在の配給米の種類と、10≒あた

りの価格は次ぎのとおりです。（業務用

として買われる場合は上米で60円、並米

で20円高となります）

　

上米1千205円並米1千165円

　

徳用米970円もち米1千450円

　

普通外米800円

優良乳幼児20名を表彰

　

ことしの優良乳幼児は次の20名に決ま

り、10月19日市役所でそれぞれ表彰状と

記念品が手渡されました。

○幼児の部

　

西沢邦寿（明倫町）、松田邦裕（元町）、

坪田光浩（春日二丁目）、角谷幸恵（美川

町）、村井由美（弥生町）、宮田敏行（中野

町二丁目）、前田充視（中保）、東義弘（中

津川）、村上紀子（新在家）、松田立行（木

本）、山内やよい（下打波）

①乳児の部

　

築川知里（錦町）、島田久則（中丁）、永

田登義（新庄）、清水喜代美（鍬掛）、土蔵

有二（稲郷）、笠井清孝（友兼）、岸本美和

子（七板）、本村英明（富島）、松田享（森

本）

あほなこっちや

　　　　

まつだけ狩り

おかねを狩られて帰りました

アホナコッチャ

（踏み切りでの模擬訓練）

人形で模擬訓練

踏み切りでの事故防止

　

秋の交通安全運動旬間中の10月13口、

大野警察署と京福電鉄福井支社の協力で

人形を使っての踏み切り事故模擬訓練が

行なわれました。

　

これは踏み切り事故が多発しているお

りから子供たちに事故の恐しさを知って

もらい安全意識を高め、踏み切り事故防

止につとめるためです。

　

当日、下庄小、中学生ら約200名が参

加し、進行中の電車を知らずに下庄中学

校道路の踏み切りを渡ろうとした女子学

生が電車にひかれた瞬間の恐ろしさを小

中学生にみせ、交通ルールを守ることを

呼びかけました。

　

このあと踏み切り事故での信号煙筒の

取り扱いについても指導を受けました。

｀白い線、を守って

　

一安全運転－

　

全国での自動車事故統計を見ますと1

分間に1人がけがをし、35分に1人が死ん

でいます。また大野署管内においては10

月末までに163人がけがをし、16人が死

んでいます。まことに恐ろしいことです

　

このような犠牲者を出さないようにと

市内の道路脇にペイント（白い線）が引

かれ歩行者を守ることになりました。歩

行者は右側を歩き、ペイントの外側を通

ってください。自動車はこのペイントを

越えて運転することまかりなりません。

　

駐車するときは少なくとも歩行者がひ

とり通れるだけの余裕を残すように注意

してください。

　

道路を利用するすべての人はこのペイ

ントルールを守り、交通事故のない町に

したいものです。

齢掴蹟讐窓川
江戸時代はどこの藩の

領地であったか

大野藩領

（土井氏4万石）

大野町、乾側地方、小山地方、下庄地方の大部分、下刻、

中刻、吉、五条方、佐開、若生子

勝山藩領小笠原氏（

2万2千700石）

七板、下椎野、蕨生、木落、花房、萩ヶ野、不動堂、森本

落合、柿ヶ島、大月、金由、堂島、蓑道、橋爪、阪谷六呂師

郡上藩領　

青由氏（
1万6千石）

森政領家、御給、東山、森山、平沢領家、平沢地頭、木本

地頭、木本新田、土布子、新河原、下麻生島、西島、井口

上野、石谷、松丸、御領、大矢谷、箕輪、語原、仏原、下

打波、上打波

福井藩領　
松平氏68万石（
のち（32万石））

田野、富島、土打、八町、小黒見、伏石

鯖江藩領

（間部氏5万石）
森政地頭、稲郷、今井、木本領家、大矢戸、東大月

公料

（幕府直かっ地）

西大月、北御門、猪島、下郷、友兼、開発、野中、西山、

宝廃寺、森目、上麻生島
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最近ガスこんろが普

及し、一方暖房に灯油

が使われるようになり

ました。ことし10月末

までの大野市の火災発

生件数は30件、損害額

は467万円となってい

ます。この火災のうち

油によるのは全体の10

％でしたが、損害額は

なんと23％を占めてい

ますので、とくにこれ

による火災については

見のがすことはできま

せん。これから石油ス

トーブなどがご家庭で多く使われます。

取り扱いについてはじゆうぶん注意して

ください。

（消火演習のひとこま）

灯油の貯蔵について

　

暖房燃料用の灯油は消防法で危険物に

指定されています。500j以上の貯蔵、

取扱いについては危険物取扱い主任者免

状の取得、市長の許可および施設を完備

しなければなりません。一般のご家庭で

もドラム缶で買い入れ、押入れなどに貯

蔵する傾向が見うけられますがこのよう

なことは非常に危険ですから、次の点を

守り火災の起らないよう心掛けましよう

○屋外での保管は周囲の木造建物から2

　

尻以上離すこと。また防火へい、さく

　

を設置すること。

の屋内での保管については

G）壁、柱、床、天井は不燃材料または準

　

不燃材料で造るかまたはおおうこと。

（ロ）入口の戸は鉄板、不燃材料によるもの

　

とすること。

0可燃性蒸気を排出する通気口を設ける

　

こと。

○取扱いについては

（イ）灯油が漏れたり、あふれたり、飛び散

　

らないように。

（ロ）容器は破損、腐食しないようにするこ

　

と。

0灯油の詰め替えは防火上安全な場所で

　

行なうこと。

○管理と届出について

（イ）貯蔵所には危険物貯蔵所である旨を標

　

識すること。

（ロ）100j以上500j未満の貯蔵取り扱いに

　

ついては消防署長へ届け出ること。無

　

届けには5千円以下の罰金が課せられ

　

ます。

功労者を表彰

市社会福祉大会

　

大野市社会福祉大会が市と市社会福祉

協議会の共催で、10月24日市民会館大ホ

ールで開かれました。

　

この大会は社会事業法施行15周年と国

民たすけ合い共同募金運動20周年を記念

して地域の社会福祉の向上を図るために

行なわれたもので、この日、民生委員、

福祉団体関係者ら約800名が参加、社会

福祉事業に功労のあつた個人23名と、3

団体に対して表彰状および感謝状と記念

品が贈られました。また各団体部門ごと

に研究発表がなされ、熱心な討議が行な

われました。

　

最後に福井仁愛女子高等学校岩見紀有

先生の「愛情の表現」と題する講演を聴き

盛況のうちに閉会しました。

（母子家庭について発表する

井部美代子さん）

謳黙総膠裾物瑞

゛結婚式だけなわさ

　

市民会館ではいま結婚式だけなわ。10

n月ですでに20組近くのお申し込みがあ

りました。

　

会館には荘厳な結婚式場と格好な新郎

新婦の控室、感じのよい披露宴会場など

が完備しています。これらの会場が平日

で2千800円。土、日曜日、祝祭日で3千

200円程度です。総てが合理的で費用も

あまりかからずしかも気楽だと皆さんに

満足され喜ばれています。結婚式は暖房

設備のある市民会館をご利用ください。

　

詳しいことは市民会館（電話6－5410）

へお問い合せください。
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手
軽
に
利
用
で
き
る
「
郵
便
局
の
生
命
保
険
」

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
簡
易
保
険
が
、
こ
と

し
で
創
業
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
で

は
全
世
帯
の
六
割
近
く
が
加
入
し
て
お
り
、
契

約
件
数
は
四
千
万
件
、
契
約
高
は
四
兆
四
千
億

円
、
積
立
金
総
額
一
兆
三
千
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

簡
易
保
険
で
は
五
十
周
年
を
記
念
し
て
十
月

一
日
か
ら
約
款
の
一
部
を
改
正
し
、
加
入
者
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
配
当
金
の
増
額

　

こ
れ
は
取
り
あ
え
ず
四
十
一
年
三
月
末
ま
で

の
加
人
者
を
対
象
に
適
用
さ
れ
、
古
い
契
約
ほ

ど
配
当
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
増
配
に
よ
り
、
昭
和
二
十
二
年
に
加
人

し
た
三
十
年
満
期
養
老
保
険
を
例
に
と
り
ま
す

と
、
満
期
に
な
っ
て
支
払
わ
れ
る
配
当
金
は
月

額
保
険
料
の
三
百
十
七
ヵ
月
分
に
な
り
ま
す
。

②
高
齢
者
に
対
す
る
保
険
料
払
い
込
み
の
免
除

イ
、
契
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年
数
が
二
十
年
以
上
で
、
か
つ
年
齢

　

が
七
十
歳
以
上

ロ
、
契
約
年
数
に
関
係
な
く
年
齢
八
十
歳
以
上

　

の
場
合
は
い
ず
れ
も
払
い
込
み
が
免
除
さ
れ

　

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
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③
保
険
金
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減
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の
緩
和

　

加
人
後
六
ヵ
月
以
内
に
災
害
や
法
定
伝
染
病

に
よ
ら
ず
に
死
亡
し
た
場
合
で
も
保
険
金
の
三

割
（
ク
ロ
ー
バ
ー
保
険
は
二
割
）
が
支
払
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
野
郵
便
局
）
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